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諸君は経営情報学部・草薙ゼミの第６期生であるが，2004年3月に１年間の米国・シカゴ留学を

終えて戻ってきた私にとっては，ある意味で〝最初のゼミ〟でもあった． 

それまで掲げていた「インターネットを利用した応用情報システムの研究」という看板に替え

て，「ＩＴを活用した地域経済情報の分析」という新たな看板を掲げてみた．このようにやや難し

いテーマに集まってくれる学生が何人かでもいれば，厳しく鍛えてあげようという意図を持った

テーマ設定であったのだが，さて，何人の人がそれに気づいていただろうか．集まってくれた20

名（最終的には17名）の諸君とは，ゼミコンパやお誕生会，３年冬の北海道合宿，４年秋の沖縄

合宿などさまざまなイベントを通じて，深くまじわることができたと思っている． 

３年生最初のコンパで，「クイーン」や「キング」など堂々たる愛称を持つ諸君と並んで，「ナ

ギナギ」の愛称をいただいたのも良き想い出．４年生の最後にはゼミのブログを立ち上げるなど，

本当に仲の良いゼミになってくれたことは大いに自慢できることである． 

◇◇◇ 

さて，卒業論文の総評である．並んだテーマだけを見ればかつてないほど素晴らしい出来栄え，

全員が「地域経済情報の分析」という共通テーマに沿って研究に取り組んでくれたおかげで，と

てもまとまりのある論文集が出来上がった．共通テーマという縛りはあるものの，各人が強い関

心を持てるテーマを自ら選んだことで，辛い作業に耐え，時には涙を流しながらも，なんとか完

成にこぎつけられたのである．このようなテーマについて諸君と一緒に考え議論する機会を得た

ことは，私にとっても良い勉強になることで，そういった意味でも諸君には感謝している． 

毎年，完成した後だからこそ言うことであるが，私が卒業論文の意義としてもっとも重要だと

考えていることは，研究内容や論文の出来栄えではない．１つのテーマについてこれほど真剣に

取り組んで研究することが，諸君にとって初めての貴重な経験になったであろう，という点であ

る．したがって，一生懸命に取り組んだという姿勢がひしひしと伝わってくる限り，考えていた

ことの半分しか言い表せていなくても，あるいは大半が参考文献からの引用の寄せ集めであった

としても，その論文は何物にも替え難い貴重な宝物であると言ってあげたい．個々の論文の評価

は，その価値を最もよく知っている人＝研究者本人，そしてこの本を手にした読者の方々に委ね

たいと思う． 

大学生活４年間の集大成として卒業研究という大仕事をやり遂げた経験は，必ずや社会人とし

て仕事に取り組む際の自信につながるだろう．そして10年後あるいは20年後にこの本を開いた時，

懐かしく良き想い出として，諸君の心に鮮やかによみがえるに違いない． 

今後は同じ社会人として対等に，あるいは時を経て私を導いてくれるようなつきあいをしてい

けるならば，教師としてこれにまさる幸せはない．諸君の今後の人生における健闘を期待する． 




